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「情報Ⅱ」の大前提として…

情報と情報技術を活用した問題発見・解決の探究

情報Ⅰ・Ⅱで学んだ知識や技
術を活用できる！

情報Ⅰや探究活動で学んだ
問題発見・解決の流れを

活用できる！
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大昔は…

• 主権が認められていたわけではなかった

• 全員が知識を得られるわけでもなかった

私も本を読ん
でみたいな…

私なら
こうするのに
な…
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情報Iで学んだ問題解決の流れ

「↑この流れで考えればいいんだ！」

問題解決のためのメタ認知能力を発揮

文部科学省高等学校情報科「情報Ⅰ」教員研修用教材，p.18より引用
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情報と情報技術を，みんなが
利用可能になった

情報 情報技術

情報Iがあったから
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でも…

• 時間が少なすぎて，無理だ

• 教員が多忙で勉強時間を確保できないので，
無理だ

• 本校の生徒には高度すぎて，無理だ

問題発見を工夫してみるのはいかがでし
ょうか？
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取り組みやすくするために

• 問題の「種」は差し出してもよい
• 問題を解くことを通じて，生徒さんの中から疑問が
出てくる

• 盗用と引用は異なる
• 「巨人の肩の上に立つ」こと

• APIやライブラリ，オープンソースソフトウェア

• 実績のある統計分析の手法

• 先行研究・先輩の研究



Ⓒ遠山紗矢香 All rights reserved.



Ⓒ遠山紗矢香 All rights reserved.



Ⓒ遠山紗矢香 All rights reserved.



Ⓒ遠山紗矢香 All rights reserved.

自分で疑問を持たないと…

• 知識を「覚える」ことが促される

• 覚えただけの知識は，活用・転用が難しい
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伝統的な学習転移研究では

図はWertheimer (1959)を参考に作成された米国学術研究推進会議(2003)「授業を変える」記載事項を元に，著者作
成．

考え方
群
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伝統的な学習転移研究では

h

b

面積=h×b

図はWertheimer (1959)を参考に作成された米国学術研究推進会議(2003)「授業を変える」記載事項を元に，著者作
成．

暗記群
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伝統的な学習転移研究では

図はWertheimer (1959)を参考に作成された米国学術研究推進会議(2003)「授業を変える」記載事項を元に，著者作
成．

この問題は解けるでしょ
うか？



レベル３

学校で教える原理・原則、科学的概念

レベル１

経験の繰り返しからできる経験則、素
朴理論

よ
り
適
用
範
囲
の
広
い
、

抽
象
度
の
高
い
知
識

問題発見・解決で期待される学び
（三宅・三宅, 2014; Clement, 2013）

等積
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底辺

レベル２

断片的な知識・経験をつなぐ・見直
す
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「自分なりのわかり方を身に着ける過程」も含め
て，学ぶ

長方形

平行四辺形
の公式

長方形
の公式

た
てよ

こ

面積
とは
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「情報と情報技術を活用した
問題発見・解決の探究」

• 情報Ⅰで学んだ知識・技能を使うことができる
• 「問題解決の流れ」を含む

• 高1までに身に付けた思考・判断・表現の能力
をさらに伸ばすことができる

•何のために学ぶのか・学んだのかが腑に落ちる
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たとえば…



Ⓒ遠山紗矢香 All rights reserved.

Q: 数学科等とのカリキュラムマネジメントはどうしたらよいでしょう？
A: まずは，シミュレーションや統計・分析を核にしたカリマネはいかがでしょうか？
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